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チェリンとあそぼう！2018（６月９日）

fox capture plan ミニライブ（６月９日）

第33回全国さくらんぼの種吹きとばし大会（６月10日）てとて市2018（６月16日・17日）第42回“さがえ”さくらんぼマラソン大会（６月17日）

ご当地グルメ大集合！（６月９日・10日）

フォトスケッチ

ツール・ド・さくらんぼ2018（６月９日）

初夏の寒河江を写真で綴る

2018さがえトライアスロンフェスティバル（６月２日・３日）
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　高齢者が健康で生きがいを持って暮らせるまちづくり

を目指し「高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画」

を策定しました

高齢者が笑顔で暮らせる
まちづくりを目指して

地域で介護予防の取り組みを始めませんか

高齢者が笑顔で暮らせるまちづくりを目指して

　

本
市
の
高
齢
者
福
祉
事
業
や
介
護
保

険
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
た
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
介
護
需
要
の
推
移
や

介
護
施
設
等
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
策
定
に
当
た
り
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
お

よ
び
在
宅
介
護
実
態
調
査
の
ア
ン
ケ
ー

　

社
会
参
加
の
促
進
と

　

　
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

　

ふ
れ
あ
い
元
気
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ

ブ
運
営
の
支
援
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
振
興
な
ど
地
域
で
活
躍
し
生
き

が
い
を
持
て
る
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
、

高
い
意
欲
と
能
力
で
、
地
域
社
会
を
支

え
る
一
員
と
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り

と
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　高齢者になっても住み慣れた地域のなか

で、健康で安心して生きがいを持って暮ら

せる地域社会の実現

　１　社会参加の促進と生きがいづくりの推進

　２　介護予防の推進

　３　認知症施策の推進

　①　在宅医療・介護連携の推進

　②　地域ケア会議の推進

　③　地域で支え合う体制整備

　④　介護サービス・高齢者福祉サービスの充実

　⑤　介護保険制度の円滑な運営

計画の基本理念

重
点
目
標
の

　

達
成
に
向
け
て

計画の重点目標

基本目標

ト
や
寒
河
江
市
高
齢
社
会
支
援
計
画
検

討
委
員
会
の
方
々
と
協
議
し
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
計
画
や
調
査
結
果
の
詳
細

は
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　

見
込
み
と
介
護
保
険
料

　

計
画
期
間
内
の
介
護
保
険
総
費
用
の

見
込
み
額
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う

高
齢
者
数
お
よ
び
要
介
護
認
定
者
数
の

増
加
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の

増
加
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

計
画
お
よ
び
過
去
の
給
付
実
績
を
踏
ま

え
、
第
６
期
計
画
期
間
の
介
護
保
険
総

費
用
額
に
対
し
て
約
11
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
被
保
険
者
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
は
、
計
画
期
間
内

の
介
護
保
険
総
費
用
の
見
込
み
額
や
第

１
号
被
保
険
者
数
を
基
に
算
定
し
、
３

年
間
同
一
の
額
と
し
ま
し
た
。
保
険
料

(

月
額
の
基
準
額
）
は
第
６
期
と
比
べ
て

増
額
し
て
い
ま
す
が
、
基
金
か
ら
の
取

り
崩
し
や
国
・
県
か
ら
の
支
援
に
よ
り

上
昇
を
最
小
限
に
抑
え
、
県
平
均
と
比

較
し
て
も
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
円
滑
な
介
護
保
険
の
運
営
の

た
め
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
介
護
予

防
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
、
高
齢
者

が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
保
険
証
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
市
高
齢
者
支
援
課
介
護

福
祉
係
☎
（
８
６
）
２
１
１
１
内
線
621
、

保
険
料
・
納
付
に
つ
い
て
は
市
税
務

課
市
民
諸
税
係
☎
（
８
６
）
２
１
１
１

内
線
312
へ
。

※
参
考
／
保
険
料
基
準
額
（
月
額
）

　

寒
河
江
市
・
・
・
・
・
５
９
８
０
円

　

山
形
県
平
均
・
・
・
・
６
０
２
２
円

　

全
国
平
均
・
・
・
・
・
５
８
６
９
円

特集

　

介
護
予
防
の
推
進

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
活

動
支
援
、
地
域
主
体
の
健
康
づ
く
り
活

動
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
な
ど
、
介

護
予
防
の
自
主
的
、
継
続
的
な
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
身
近
な
地
域
で
健
康
で

い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
、
運
動
機

能
低
下
や
認
知
機
能
低
下
な
ど
を
予
防

す
る
地
域
の
自
主
的
な
活
動
と
連
携
を

支
援
し
ま
す
。

　

認
知
症
対
策
の
推
進

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
見
守
り
支
え
る
た
め
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
店
舗
等
で
の
認

知
症
に
や
さ
し
い
お
店
登
録
の
活
動
、

認
知
症
カ
フ
ェ
や
見
守
り
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
や
家
族
の

意
思
を
尊
重
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
介
護
な
ど
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ
／
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
市
高
齢
者
支
援
課
内
）

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
623
へ
。

「いきいき100歳体操」
はいかがでしょうか？

　１回約40分のプログラムで、物を持つ、椅子

から立ち上がるといった日常動作に効果がある

運動機能の低下を防ぐ体操です

週１回の体操　を　

身近な地域　で

仲間になって　実施

①体操を一緒に行う仲間を５人以上集め

　ましょう。持病のある方は、始める前

　にかかりつけ医にご相談ください。

②週１回以上の体操を、３カ月以上継続

　する計画を立てましょう。

③体操を行う場所を決めたら、テレビ、

　ＤＶＤプレイヤー、椅子を準備してく

　ださい。

④仲間がそろい、準備ができたら市高齢

　者支援課にご連絡ください｡

「体操をやってみたい」と思ったら…

42018.7.5　市報さがえ5 2018.7.5　市報さがえ



特集高齢者が笑顔で暮らせるまちづくりを目指して

　第７期計画期間内の介護保険料は、国の基準に準じて、

被保険者の負担能力に応じた保険料を、下表のとおり設

定します。保険料基準額（月額）に負担割合をかけ、12

カ月分にし10円未満を切り捨てたものが年額です。

　なお、第１段階の負担割合は0.50ですが、国、県、市

の軽減によりその割合を0.45としています。下表の年額

は、軽減後の負担割合により算定しています。

第７期　所得段階別介護保険料

所得段階 対象者 負担割合
保険料年額

（円）

第１段階 

生活保護を受給している人および世帯全員が

市民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 0.45

（軽減前

0.50）

32,290 
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得

金額＋課税年金収入額が80万円以下の人

第２段階

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得

金額＋課税年金収入額が80万円を超え120万円

以下の人

0.75 53,820

第３段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得

金額＋課税年金収入額が120万円を超える人
0.75 53,820

第４段階

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本

人は市民税非課税で、前年の合計所得金額＋

課税年金収入額が80万円以下の人

0.90 64,580

第５段階

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本

人は市民税非課税で、前年の合計所得金額＋

課税年金収入額が80万円を超える人

1.00 71,760

第６段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120

万円未満の人
1.20 86,110

第７段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120

万円以上200万円未満の人
1.30 93,280

第８段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が200

万円以上300万円未満の人
1.50 107,640

第９段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が300

万円以上の人
1.70 121,990

個人情報の運用状況についてお知らせします
　市が保有する個人情報を適正に管理し、開示や訂正および利用等の中止を請求する権利を保障すること

で、個人の権利利益の保護を図っています。

個人情報取扱事務の登録状況（平成30年４月１日現在／80件）

担当課等名 事務の名称

企画創成課
土地売買等届出書受付事務、寒河江市デマンドタクシー利用登録者名簿管理事務、ふるさと納税事
務、奨学金返還支援事務

税務課
軽自動車税賦課事務、国民健康保険税賦課事務、介護保険料賦課事務、後期高齢者医療保険料事務、
市県民税賦課事務、固定資産税・都市計画税賦課事務、収納管理及び滞納整理事務

市民生活課
住民基本台帳事務、印鑑登録事務、戸籍事務、犯歴事務、国民年金事務、西村山広域行政事務組合
交通災害共済事務

建設管理課 市営住宅管理台帳事務

下水道課
下水道事業受益者負担金賦課事務、下水道事業受益者分担金賦課事務、下水道排水設備管理事務、
浄化槽整備事業事務、浄化槽設置・廃止業務事務、浄化槽整備事業分担金賦課徴収事務

農林課
中山間直接支払交付金事務、農事実行組合員名簿管理事務、森林計画の樹立等のための調査事務、
地籍調査事務、認定農業者情報管理事務、多面的機能支払交付金事務

健康福祉課

日本赤十字社事務、生活保護事務、身体障害者福祉事務、知的障害者福祉事務、精神保健福祉事務、
老人保健事務、老人福祉施設措置事務、健康診査事務、予防接種事務、狂犬病予防事務、結核検診
事務、個別避難支援プラン登録票作成事務、高齢者世帯等実態調査票作成事務、国民健康保険事務、
後期高齢者医療事務

高齢者支援課

介護保険事務、高齢者寿賀祝品支給事務、紙おむつ支給事務、敬老会開催事務、緊急通報装置貸与
事務、食の自立支援事務、生きがい活動支援通所事務、老人はり・灸・マッサージ等施行術費助成
事務、ひとり暮らし高齢者等除雪費支給事務、寒河江市「無事かえる」支援事業事務、灯油購入費
等助成金事務

子育て推進課
児童手当支給事務、特定教育・保育施設等入所者管理事務、子育て支援医療給付事務、重度心身障
害（児）者医療給付事務、ひとり親家庭等医療給付事務、児童扶養手当支給事務、妊婦健診事務、
母子健康手帳交付事務、乳幼児健診事務、歯科無料検診事務、訪問指導事務

市立病院 医療事務

水道事業所 水道料金調定事務、給水装置工事受付事務、給配水管管理事務

学校教育課 学校教育事務、卒業生管理事務、中学校給食事務、就学援助事務、小学校給食費助成事務

生涯学習課 図書貸出返本事務

選挙管理委員会 選挙人名簿事務

農業委員会 農業者年金事務、農地台帳整備事務

開示請求等の状況（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

■開示請求／101件（承諾101件、一部承諾０件、不承諾０件)

■訂正請求／０件

■中止請求／０件

■上記決定に対する不服申立て／０件

●問合せ／市総務課総務係☎86-2111内線473へ。
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　この春、グランドオープンした「学びの里ＴＡＳＳＨＯ」へ最初に宿泊された
お客さまは、昭和24年度田代小学校卒業生の皆さんでした。生まれ変わった小学
校のオープンを心待ちにされていた卒業生の皆さんは、奇麗になった小学校を目
の当たりにして、懐かしい昔話と宿泊客でにぎやかになる田代の未来の話などで、

夜遅くまで話が尽きませんでした。
　｢学びの里ＴＡＳＳＨＯ」は宿泊・食事・体験が楽しめる多目的
施設として生まれ変わり、より田代を満喫していただけるように
なりました。葉山の豊かな自然や里山の暮らし、山の幸など田代
の魅力を多くの方に伝えることで、市内外の方々から長く愛され
る施設となるよう頑張っていきたいと思います。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

宮崎 博規（兵庫県出身・46歳）

田代での生活も２年目。昨年皆さんからいただいたようなおいしい野菜を
今年こそ作ります！ うまく作れなかった時は…今年もお願いします。

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報

　　なにほいず？

　認知症の人と家族、専門職、ボランティアなどが
力を合わせて「認知症になっても安心して暮らせる
社会」を目指している組織です。1980年に京都で90
人の介護家族により「呆け老人をかかえる家族の会」
として誕生し、2006年には「認知症の人と家族の会」
に名称を変更しました。当初は認知症の施策が無い
中、励まし合い助け合いながら社会の関心を高め、
認知症施策の向上を促進してきました。今では全国
47都道府県に支部を持ち、次の３つの活動を柱とし
ています。①つどい（交流する）、②月刊・会報（知
る・学ぶ）、③電話相談（相談する）。山形県支部で
も毎月１回、第４土曜日につどいを開催し、認知症
の人とその家族、医療や介護の専門職などが参加し
て家族介護者同士の情報交換や介護相談を行ってい
ます（若年性認知症の人と家族のつどいも毎月１回
開催）。また、県から委託を受けて「やまがた認知症
コールセンター」として月～金曜日の正午～午後４
時に電話相談（☎023-687-0387）を行っています。
●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係
　☎86-2111内線623へ。

　認知症の人と家族の会って？
　｢認知症の人と家族の会」ほいずはよ、

＝寒河江市婚活コーディネーター＝

氏　　名 地　　区 電話番号 氏　　名 地　　区 電話番号

木村　二男 寒河江地区 090-3363-2827 工藤　わか 西根地区 86-8573

会田まり子 寒河江地区 090-2796-4884 阿部　　清 西根地区 090-3360-2897

菊地　伸一 寒河江地区 090-2020-8176 佐藤　郁子 西根地区 090-7565-8683

渋谷　明子 寒河江地区 090-2992-1354 新宮　広行 柴橋地区 080-3530-8438

髙橋ヨシ子 寒河江地区 090-9532-3799 渡邉美代子 柴橋地区 090-5591-3285

渡辺　栄子 寒河江地区 090-2951-3722 髙子　陽子 高松地区 080-1858-6018

太田　美樹 寒河江地区 090-4310-7814 安達　昌敏 三泉地区 080-1817-0301

川越　　正 寒河江地区 090-4885-6079 太田　真美 中山町 090-7060-8988

渡辺　春一 寒河江地区 080-5569-4440 庄子　恭子 山形市 080-1672-9684

多田美紀子 南部地区 090-2277-8618 遠藤　健二 山形市 090-7061-0458

鈴木　好子 西根地区 090-5356-8253 （６月末現在、順不同、敬称略）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

｢

結
婚
を
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、
出
会

い
の
機
会
が
な
い
…｣

「
婚
活
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
も
、
相
手
の
人
と
話
す
の

が
苦
手
…
」

　

市
で
は
、
経
験
豊
富
な
「
寒
河
江
市

婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
、
婚
活

で
お
困
り
の
方
を
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

男
女
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
独
身
男
女
を
対
象
と
す
る

交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
団
体
に
、
補

助
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助

金
を
活
用
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
お
考

え
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
期
間
／
平
成
31
年
３
月
末
ま
で

の
実
施
事
業

● 

対
象
経
費
／
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品

購
入
費
、
広
告
宣
伝
費
、
会
場
使
用

料
等

●
補
助
金
額
／
上
限
20
万
円

●
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全

　

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
233
へ
。

婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

制
度

結
婚
支
援
活
動
団
体
補
助
金

寒
河
江
市
は

「
婚
活｣

も

　
　
応
援
し
ま
す

内科医長　伊藤誠

　閉塞性動脈硬化症とは、足の動
脈が動脈硬化で狭くなったり詰ま

ったりして血流障害をきたす病気です。喫煙、糖尿
病、高血圧など動脈硬化の危険因子を持つ人に起こ
りやすいといわれています。初期には無症状ですが、
進行すると、歩行したときに足が血流不足になり、
太ももやふくらはぎなどに痛みを感じ、休むと治る
という症状が出ます。さらに進行すると、安静時に
も痛みを感じたり皮膚がただれたりし、最悪の場合、
足を切断しなければならないこともあります。また、
足だけでなく、冠動脈、頸（けい）動脈、脳動脈な
どにも動脈硬化を合併している可能性があります。
そうならないためにも、この病気を早期に発見し、
適切な治療を開始することが重要です。診断のため
の検査は簡単です。血圧脈波検査装置で両腕と両足
首の血圧を同時に測り、足首の血圧と腕の血圧の比
(足関節上腕血圧比：ＡＢＩ）が0.9以下の場合には
閉塞性動脈硬化症が疑われます。歩くと足が痛むよ
うな場合には、早めに医療機関を受診してください。
●問合せ／市立病院☎86-2101へ。

閉塞（へいそく）性動脈硬化症

市立病院ドクターアドバイス
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さがえフォトスタジオ

　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や

　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　

さがえスケートボード教室 さくらんぼ箱詰め作業研修会

　５月26日、スケートボードの初級教室が最上川ふるさ
と総合公園寒河江スケートパークで開催されました。

　５月27日、化粧箱等へのサクランボのきれいな詰め方
を学ぶ研修会が文化センターで開催されました。

第11回ノスタルジックカー・ミーティング2018さがえ 「若草のみち」植栽活動

　６月３日、国内外の往年の名車が寒河江駅前に集合し、
多くの愛好者や家族連れでにぎわいました。

　６月６日、寒河江中央工業団地内企業、寒河江工業高
等学校、近隣町会が協力し、植栽活動を行いました。

　５月20日、ツツジが見頃を迎えた寒河江公園つつじ園でライブステー

ジや手作りマルシェが開催され、大勢の家族連れでにぎわいました。

つつじまつりイベントデー

つや姫ヴィラージュ出発式 さんで～すて～じ・さがえインフローラ

　５月19日、つや姫ヴィラージュ水田で生産者や南部小
学校５年生らが田植えを行いました。

　５月20日、さんで～すて～じ・さがえインフローラの
第200回記念ステージが盛大に開催されました。

さくらんぼ議会 パラリンピアン交流会

　５月29日～６月14日の会期で、第２回市議会定例会が
｢さくらんぼ議会」と銘打って開催されました。

　６月２日、パラトライアスロン競技日本代表選手たち
との交流会がグリバーさがえで開催されました。
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の ま ど生 涯
学 習

寒河江市美術館

今月の1冊

ありえないほどうるさいオルゴール店
瀧羽麻子・著　
幻冬舎・発行　

　流れてくる音楽、風に乗って

くる香り、風景の色。さまざま

な場面で思い出す記憶。皆さんにもきっとあると

思います。この本のオルゴール店の店主は、不思

議なことに、人の心の中に流れる音楽が聞こえる

ようです。忘れている懐かしい優しい記憶。忘れ

たい悲しい記憶。そんな記憶とともに流れている

音楽。泣けて、笑えて、心が温まる７つの物語と

一緒にオルゴール店へ行ってみませんか。

夏休み工作大作戦！

アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　

自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
茶
を
喫

す
る
煎
茶
文
化
が
寒
河
江
に
も
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
隠
元
に
よ
っ
て

宇
治
萬
福
寺
に
伝
え
ら
れ
、「
売
茶

翁
」
と
い
う
僧
が
広
め
た
と
い
う

煎
茶
文
化
。
江
戸
期
、
煎
茶
を
通

し
た
文
化
人
た
ち
の
交
流
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

寒
河
江
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
昭

和
三
十
五
年
に
陽
春
院
の
宗
明
と

号
し
た
尾
形
ハ
マ（

一
九
一
一
～

二
〇
一
三）

が
羽
楽
流
の
煎
茶
を

始
め
た
こ
と
に
よ
る
。
羽
楽
流
は
、

東
京
在
住
の
師
匠
石
垣
い
ね
か
ら

教
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
社
中
は
、

小
松
千
代･

伊
藤
ワ
カ
子･

細
谷

和
貴
な
ど
多
く
の
面
々
で
あ
っ
た
。

今
は
、
陽
春
院
境
内
に
茶
室
「
吟

月
庵
」
を
残
し
、
中
に
宗
明
九
十

一
歳
の
時
の
色
紙
を
残
す
。

　

尾
形
宗
明
の
教
え
を
受
け
た
鈴

木
活
子（

宗
風）

が
独
立
し
て
か

ら
、
今
年
で
五
十
年
に
な
る
。
去

る
五
月
中
旬
に
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
鵲
会（

か
さ
さ

ぎ
か
い）

五
十
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

茶
会
に
は
三
百
名
の
参
会
者
が
あ

り
盛
況
で
あ
っ
た
。
煎
茶
は
も
ち

ろ
ん
、
裏
千
家
の
抹
茶
も
添
え
ら

れ
た
。
畳
も
新
調
さ
れ
、
空
海
の

「
風
信
帖（

写
し)

」
の
風
炉
先
屏

風
、
東
大
寺
元
管
長
の
上
野
道
善

「
鵲
」
の
掛
軸
な
ど
が
飾
ら
れ
た
。

　

そ
の
夜
、
五
十
周
年
の
お
祝
い

の
席
で
、
庵
主
の
鈴
木
宗
風
は
、

万
感
の
思
い
を
こ
め
て
語
っ
た
。

「
鵲
」
の
会
名
は
、
正
覚
寺
の
故
鈴

木
快
応
師
の
命
名
で
あ
っ
た
こ
と
。

か
さ
さ
ぎ
の
羽
を
つ
な
ぐ
よ
う
に

お
茶
の
愛
を
つ
な
い
で
今
日
に
至

っ
た
の
も
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
た
。

節
目
の
十
周
年
毎
に
茶
会
を
開
き
、

大
勢
の
参
会
者
を
見
た
。
益
金
は

感
謝
の
意
を
こ
め
て
障
害
者
福
祉

施
設
に
お
上
げ
し
た
。
紆
余
曲
折

の
五
十
周
年
を
迎
え
、
今
後
は
若

い
人
た
ち
に
つ
な
ぎ
た
い
と
、
涙

を
こ
ら
え
て
語
る
姿
が
今
も
眼
に

浮
か
ぶ
。
社
中
は
実
に
二
百
名
に

及
ぶ
と
い
う
。

　

山
岸
に
梅
龍
寺
と
い
う
黄
檗
宗

の
寺
院
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
国
風

の
仏
像
が
、
石
持
観
音
堂
と
山
岸

毘
沙
門
堂
に
残
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
、
筆
者
は
そ
の
本
山
の
萬
福
寺

を
訪
ね
た
折
、
売
茶
翁
を
祀
る
「
売

茶
堂
」
を
見
た
。
鈴
木
宗
風
は
、

こ
の
寺
院
の
茶
会
に
た
び
た
び
訪

れ
た
と
い
う
。
梅
龍
寺
に
も
煎
茶

文
化
が
入
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

寒
河
江
に
根
付
い
た
煎
茶
文
化

Sagae Library

さがえライブラリー

昭和35年頃の鈴木宗風(右)

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

つ
み
と
ろ
う　

涙
で
育
つ　

い
じ
め
の
芽

ま
き
ま
し
ょ
う　

友
達
想
う
や
さ
し
さ
の
種

み
ん
な
で
咲
か
そ
う　

笑
顔
の
花陵

東
中
学
校
１
年　

安
孫
子　

未
玖　

さ
ん

　

本
市
の
歴
史
資
料
集
で
あ
る
「
寒

河
江
市
史
編
纂
叢
書
（
へ
ん
さ
ん

そ
う
し
ょ
）」
第
87
集
を
刊
行
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
日
田
地

区
に
関
す
る
基
礎
資
料
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
求
め
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
館
や
各
地

区
公
民
館
に
も
配
架
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
郷
土
館
で
は
、
館
の
運
営
や

事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審
議
す
る

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

● 

公
募
数
／
１
人
（
応
募
多
数
の

際
は
抽
選
）

● 

応
募
資
格
／
応
募
時
点
で
20
歳

以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年
間
（
８
月
１
日
か

ら
平
成
32
年
７
月
31
日
ま
で
）

●
応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の

●
頒
布
価
格
／
１
冊
１
７
０
０
円

● 

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
係
☎（
８
６
）８
２
３
１
へ
。

上
、
７
月
20
日
㈮
ま
で
市
生
涯

学
習
課
歴
史
文
化
係
へ
郵
送
（
〒

991-

0003
寒
河
江
市
大
字
西
根
字
石

川
西
３
３
３
番
地
）、
フ
ァ
ッ
ク

ス（
８
６
）
２
２
０
１
、
電
子
メ

ー
ルsh

o
ga

ku
@
city.sa

ga
e
.

yam
agata.jp

、
電
子
申
請
、
持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
文
化

セ
ン
タ
ー
で
入
手
で
き
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
係
☎（
８
６
）８
２
３
１
へ
。

日
田
地
区
の
資
料
集
を
発
刊

市
郷
土
館
運
営
協
議
会
委
員
を
公
募

　東北芸術工科大学の先生と学生たちが教えてくれる

「親子で作れる夏休み工作体験」を行います。ＬＥＤ和

風ランプやキラキラ光るバッジ、スタンプカードなど

を夏休みの工作として親子で一緒に作ってみませんか。

事前に申し込みが必要で、先着30組になります。

●日時／８月５日㈰午後１時～４時

●材料費／500円

●申込／７月27日㈮まで市文化センター☎86-5111へ。

９日㈪・23日㈪❼月の休館日

リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

図
書
館
の
古
く
な
っ
た
本
な
ど

を
一
人
10
冊
（
う
ち
子
ど
も
の
本

は
３
冊
）
ま
で
提
供
し
ま
す
。

■ 

時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
11
時

50
分

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
ブ
ッ
ク
ト

ー
ク

■ 

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
／
空
気
砲

や
ス
ラ
イ
ム
、
科
学
ゴ
マ
を
見

て
、
作
っ
て
、
遊
ん
で
「
不
思

議
」
を
体
感
し
よ
う
。

■ 

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
／
自
由
研
究
に

さ
が
え
図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
８

夏
ま
つ
り

８
月
５
日
㈰

役
立
つ
本
を
紹
介
し
ま
す
。

■
時
間
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

身
近
な
材
料
で
、
し
お
り
や
ク

リ
ッ
プ
ス
タ
ン
ド
、
ふ
き
ゴ
マ
な

ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
ろ
う
。

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

全
国
さ
く
ら
ん
ぼ
俳
句
大
会
優
秀

作
品
展

■ 
期
間
／
７
月
10
日
㈫
～
８
月
12

日
㈰

● 

会
場
・
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

☎(

８
６）
１
６
６
２
へ
。

西
村
山
地
域
史
研
究

会
主
催
・
市
民
講
座

「
山
形
の
歴
史
を
学
ぶ
」

受
講
者
募
集

８
月
26
日
㈰

■ 

内
容
／
①
「
押
出
遺
跡
か
ら
見

え
て
き
た
縄
文
時
代
の
生
活
」

水
戸
部
秀
樹
氏
、
②
「
戊
辰
戦

争
の
史
跡
を
た
ど
る
」
鈴
木
勲
氏

９
月
２
日
㈰

■ 

内
容
／
①
「
山
形
県
の
食
文
化
」

五
十
嵐
清
子
氏
、
②
「
湯
殿
山

参
詣
の
道
者
宿
」
保
科
文
俊
氏

９
月
17
日
㈪

■ 

内
容
／
①
「
戊
辰
戦
争
時
の
左

沢
ー
柴
田
小
文
次
周
辺
ー
」
渡

辺
信
氏
、
②
「
山
形
県
文
化
財

保
護
行
政
の
歩
み
」
武
田
純
子
氏

●
時
間
／
午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
受
講
定
員
／
40
人

●
受
講
料
／
千
円

● 

問
合
せ
／
西
村
山
地
域
史
研
究

会
事
務
局（

市
文
化
セ
ン
タ
ー

内）

☎（

８
６）

８
２
３
１
へ
。

　受付カウンター隣を一部リフ

ォームし、カフェコーナーを設

けました。

　１杯100円でドリップ式コー

ヒーなどが楽しめる自動販売機

を設置し、落ち着いて過ごして

いただけるスペースになってい

ます。

　読書や調べものの合間の休憩

などにご利用ください。

市立図書館にカフェ
コーナーを設置

いっちゃん会 ７／21㈯午後２時～３時

ムーミンママクラブ ７／22㈰午前11時～11時40分

図書館ボランティアチェリー

７／10㈫・17㈫・24㈫・31㈫の午前10時～11時30分

戸塚刺しゅう・額・小物作品展 ７／８㈰まで

さくらんぼ俳句作品展 ７／10㈫から

謎を調べよう ７／22㈰まで

おばけ⁉ ７／24㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー
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親
子
で
楽
し
い
食
育
教
室

●
日
時
／
８
月
３
日
(金）
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
市
内
在
住
の
年
長
児
ま
た
は
小
学

生
と
父
母
（
祖
父
母）

、
20
組

●
内
容
／
栄
養
の
話
、
調
理
実
習
（
２
種
類

の
ロ
ー
ル
サ
ン
ド
、
照
り
焼
き
レ
ン
コ
ン

バ
ー
グ
、
サ
ラ
ダ
、
五
平
も
ち
）
等

●
参
加
費
／
１
組
２
０
０
円

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

● 

申
込
／
７
月
27
日
(金）
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

運
動
教
室

●
日
時
／
８
月
10
日
(金）
午
後
７
時
～
８
時
15
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
お
お
む
ね
40
歳
～
75
歳
の
方

●
内
容
／
健
康
運
動
指
導
士
の
お
話
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
等

●
申
込
／
８
月
７
日
(火）
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

健
康
の
広
場

(

ハ
ー
ト
フ
ル
健
康
相
談
会)

　

本
年
度
64
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
こ

れ
か
ら
の
健
康
的
な
生
活
に
お
役
立
て
い
た

だ
く
た
め
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
60
歳
代
は
、
生
活
習
慣
病

で
治
療
す
る
方
が
増
え
た
り
、
体
力
の
低
下

な
ど
身
体
の
変
化
を
感
じ
る
時
期
で
も
あ
り

市
中
学
校
給
食
運
営
委
員
会

委
員
募
集

●
公
募
数
／
３
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
資
格
／
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
の
方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
任
期
／
２
年

●
応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
７
月

27
日
(金）
ま
で
市
学
校
教
育
課
へ
郵
送
（
〒

991-

8601
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号）

、

電
子
メ
ー
ルkyo

u
iku

ka
@
city.sa

g
a
e
.

ya
m
a
g
a
ta
.jp

、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
学
校
教
育
課
学
事
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
440
へ
。

さ
く
ら
ん
ボ
ー
ナ
ス
の
申
請
を

受
け
付
け
開
始
し
ま
す

●
対
象
／
市
内
の
さ
く
ら
ん
ぼ
農
家
で
雇
用

さ
れ
、
作
業
の
研
修
を
受
け
た
上
で
25
時

間
以
上
働
い
た
方
（
雇
用
主
か
ら
三
親
等

以
内
の
親
族
は
対
象
外
）

●
申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
雇
用
主
か
ら
証
明
を
受
け
た
上
で
、

７
月
31
日
(火）
ま
で
市
農
林
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
雇
用
主
が
配
付
し

ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
325
へ
。

医
療
証
、

医
療
証
の

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

有
効
期
限
が
平
成
30
年
６
月
30
日
の
医
療

証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
案
内
が
届
か
な
く

と
も
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
（
随
時
受
付)

。

重
度
心
身
障
害
（
児
）
者
医
療
証

■
対
象
／
①
～
⑤
（
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
、
②
療
育
手
帳
Ａ
、
③
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
④
障
害
年
金
証
書

１
級
、
⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
１
級
）

の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
で
、
本
人
の

市
民
税
所
得
割
額
が
23
万
５
千
円
未
満
の

場
合
に
該
当
し
ま
す
。

■
持
ち
物
／
申
請
書
、
は
ん
こ
、
保
険
証
、

　

該
当
す
る
手
帳
等

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

■
対
象
／
配
偶
者
の
な
い
方
で
18
歳
以
下
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
本
人
と
児
童
、
ま

た
は
、
父
母
の
い
な
い
18
歳
以
下
の
児
童

が
対
象
で
、
所
得
税
が
非
課
税
の
場
合
に

該
当
し
ま
す
。

■ 

持
ち
物
／
申
請
書
、
は
ん
こ
、
保
険
証
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
就
労
証
明
書
等

ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
７
月
25
日
(水）
午
前
10
時
～
11
時

●
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館

●
対
象
／
昭
和
29
年
４
月
１
日
～
昭
和
30
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

●
内
容
／
①
血
管
年
齢
・
握
力
測
定
、
②
塩

分
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
、
③
健
康
づ
く
り
の
お

話
、
④
お
家
で
気
軽
に
で
き
る
「
ス
カ
ッ

ト
体
操
」
の
体
験

●
持
ち
物
／
健
康
診
断
結
果
報
告
書

●
申
込
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

小
児
救
急
講
座

●
日
時
／
７
月
18
日
(水）
午
後
７
時
～
９
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

内
容
／
講
話
（
講
師
・
に
と
う
小
児
科
医

院
仁
藤
敏
昭
先
生）

、
救
急
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
（
西

村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
職
員
）

●
申
込
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
620
へ
。

結
核
は
今
で
も
国
内
で

　

約
１
万
８
千
人
が
発
症

　

結
核
が
か
つ
て
国
民
病
で
あ
っ
た
時
代
に

罹
患
（
り
か
ん
）
し
た
方
が
、
潜
伏
期
間
を

経
て
、
高
齢
化
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
に
伴

い
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
平
成
28
年
結
核
新
規
登
録
患
者
の

約
７
割
が
60
歳
以
上
の
方
で
占
め
て
い
る
中

で
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
４
割
と
い
う

●
期
間
／
７
月
13
日
(金）
ま
で
（
閉
庁
日
を
除

く
）
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
／
郵
送
で
も
手
続
き
可
能
で
す
。

申
請
書
、
保
険
証
、
手
帳
等
の
コ
ピ
ー
を

忘
れ
ず
に
同
封
の
上
、
市
子
育
て
推
進
課

(

〒
991-

0021
寒
河
江
市
中
央
２
丁
目
２
番
１

号
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
家
庭
支
援
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
619
へ
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
支
援

●
対
象
／
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
方（

自
主
返

納
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
方
に
限
る
）

●
交
付
／
次
の
①
～
⑥
い
ず
れ
か
１
つ
、
２

万
円
分
を
１
回
限
り
交
付
し
ま
す
。
①
山

形
県
タ
ク
シ
ー
共
通
乗
車
券
、
②
市
内
循

環
バ
ス
利
用
券
、
③
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
利
用
券
、
④
山
交
バ
ス
普
通
回
数
券
、

⑤
天
童
市
営
バ
ス
回
数
券
、
⑥
西
川
町
営

バ
ス
回
数
券

● 

持
ち
物
／
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
、
は

ん
こ

●
申
請
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
234
へ
。

在
外
選
挙

出
国
時
登
録
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た

　

在
外
選
挙
人
制
度
に
よ
り
、
外
国
に
い
て

も
日
本
の
国
政
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
す
が
、

在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

お
知

ら
せ

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
自
覚
症

状
の
訴
え
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
結
核
発
病

時
に
発
見
が
遅
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

結
核
検
診
は
個
人
の
健
康
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
早
期
発
見
に
よ
っ
て
家
族
や
地
域
社
会

へ
の
感
染
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
65
歳
上
の
方

は
、
年
１
回
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、

地
域
の
公
民
館
等
を
検
診
車
が
巡
回
し
て
胸

部
Ｘ
線
撮
影
に
よ
る
結
核
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
成
人
病
検
査
セ
ン

タ
ー
で
の
市
の
総
合
健
診
の
中
で
も
、
胸
部

Ｘ
線
撮
影
に
よ
る
肺
が
ん
（
呼
吸
器
）
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
65
歳
上
の
方
は
ど
ち

ら
も
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
620
へ
。

そ
の
登
録
申
請
が
、
国
外
へ
転
出
す
る
際
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
申
請
期
間
／
国
外
転
出
届
を
提
出
し
た
と

き
か
ら
そ
の
転
出
届
に
記
載
し
た
転
出
予

定
日
ま
で

●
そ
の
他
／
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
申

請
者
本
人
か
申
請
者
か
ら
委
任
を
受
け
た

方
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
国

外
転
出
後
に
、
在
外
公
館
（
大
使
館
・
領

事
館
）
の
領
事
窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
申
請
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
433
へ
。

空
き
家
合
同
相
談
会

　

市
と
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
寒
河
江
と

の
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
空
き
家
で

お
困
り
の
所
有
者
等
の
方
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
７
月
28
日
(土）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　

☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
332
へ
。

寒
河
江
公
園
歴
史
と
さ
く
ら
の
丘

　

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

●
日
時
／
７
月
29
日
(日）
午
前
６
時
～
（
１
時

間
程
度
）

●
集
合
場
所
／
市
郷
土
館
前

●
申
込
／
市
建
設
管
理
課
管
理
係
☎(

８
６）

　

２
１
１
１
内
線
338
へ
。

市再生可能エネルギー設備導入事業
　市では、省エネルギー型のくらしやまちづくりの実現を目指し、温室効果ガ

スの発生が少なく、枯渇の恐れが無い、太陽光などの再生可能エネルギーの普

及拡大を進めており、その取り組みの一つとして、太陽光発電設備をはじめ、

蓄電池設備、木質バイオマス燃焼機器を家庭や事業所に設置する方に対して助

成を行います。申請は各区分１回に限ります。申請方法等の詳細は市ホームペ

ージをご覧ください。

●要件等／平成30年度中に設置完了可能な設備に限ります。市住宅建築推進事

　業補助金･市子育て定住住宅建築事業補助金との同一年度における併給はで

　きません。

　※ 山形県再生可能エネルギー設備導入補助金との併給の場合、その補助金額

を対象経費から除く。

●申込／市市民生活課環境保全推進室☎86-2111内線232へ。

区　　分 設備要件 設置対象 補 助 率 補助上限額

太陽光発電設備
発電出力10
キロワット
未満　　　 住宅用

事業所用

１キロワ
ット当た
り３万円

12万円

蓄電池設備
太陽光発電
設備と併せ
て設置　　

10分の１ 20万円

木質バイオマスストーブ
(電源を必要とするもの)

薪・ペレッ
ト等を燃料
とするスト
ーブ　　　

住宅用
事業所用
農業施設用

２分の１
※

10万円

木質バイオマスストーブ
(電源を必要としないもの)

５万円

142018.7.5　市報さがえ15 2018.7.5　市報さがえ
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い
つ
ま
で
も
元
気
に

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
教
室

　

い
ず
れ
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
動
き
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

認
知
症
予
防
体
操
教
室

■
日
時
／
７
月
13
日
(金）
・
27
日
(金）
の
午
後
１

時
30
分
～
３
時
、
７
月
18
日
(水）
・
25
日
(水）

の
午
前
10
時
15
分
～
11
時
45
分

■
定
員
／
各
回
６
人

■
内
容
／
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
頭
と
体

の
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
持
ち
物
／
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

介
護
予
防
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

■
日
時
／
７
月
27
日
(金）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
／
30
人
程
度

■
内
容
／
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
初
め
て
の
方
向
け
）

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

　

係
☎(

８
６）

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

親
子
交
通
安
全
教
室

■
日
時
／
７
月
19
日
(木）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
ス
・
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
『
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
』｣

■
日
時
／
７
月
20
日
(金）
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

子
ど
も
夏
ま
つ
り
２
０
１
８
「
お
楽
し
み
広
場
」

■
日
時
／
７
月
21
日
(土）
午
後
１
時
～
３
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
幼
児
～
小
学
生

健
康
講
座
「
子
ど
も
の
ス
キ
ン
ケ
ア
と
ア
レ

ル
ギ
ー
」

■
日
時
／
７
月
25
日
(水）
午
後
３
時
～
４
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
／
要
申
込

小
学
生
の
日
「
夏
休
み
企
画
」

■
日
時
／[

木
工
ク
ラ
フ
ト
］
７
月
30
日
(月）
（
定

員
・
小
学
生
25
人
、
材
料
費
・
１
０
０
円）

。

[

お
も
し
ろ
環
境
実
験
工
作
（
リ
サ
イ
ク
ル

工
作）

］
７
月
31
日
(火）
（
定
員
・
小
学
生
25

人）

。[

楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
軽
食

作
り）

］
８
月
１
日
(水）
（
定
員
・
小
学
生
15

人
、
材
料
費
・
１
０
０
円）

。
い
ず
れ
も
時

間
は
午
前
９
時
45
分
～
。

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３）

　

３
２
２
５
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

学
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園
の
四
季
の
風

景
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
魅
力
が
伝
わ
る
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間
／
11
月
４
日
(日）
ま
で

■
応
募
資
格
／
学
生

パ
ン
の
花
教
室
（
初
心
者
３
回
コ
ー
ス
）

■
日
時
／
７
月
10
日
・
24
日
、
８
月
21
日
・

28
日
、
９
月
11
日
・
25
日
の
各
火
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
～
正
午
。
都
合
が
良
い
日

に
３
回
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

受
講
料
／
１
５
０
０
円
（
３
回
分）

、
別
途

材
料
費
が
必
要
で
す
。

■
内
容
／
ア
ジ
サ
イ
を
作
り
ま
す
。
要
申
込
。

「

や
ま
が
た
百
名
山
」
写
真
展

■
日
時
／
７
月
14
日
(土）
～
８
月
15
日
(水）
の
午

前
９
時
～
午
後
６
時

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　

☎(

８
３）

５
１
９
５
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
・
臨
川
亭

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■
ア
キ
押
し
花
展
／
７
月
21
日
(土）
～
30
日
(月）

の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
。
７
月
29
日
(日）

に
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
（
定
員
・
30

人
、
参
加
費
・
５
０
０
円
～）

。

臨
川
亭
（
受
付
・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

■
立
礼
席
呈
茶
／
７
月
21
日
(土）

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６）

１

８
１
８
へ
。

第
３
回
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

●
日
時
／
７
月
22
日
(日）
［
幼
児
（
年
中
～
年

長
）
の
親
子
の
部
］
午
前
９
時
15
分
～
10

時
15
分
、[

小
学
１
年
生
～
３
年
生
の
親
子

の
部
］
午
前
10
時
45
分
～
正
午

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
河
川
敷
公
園
芝

生
広
場

●
定
員
／
各
40
組

●
持
ち
物
／
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
参
加
費
／
親
子
１
組
５
０
０
円
（
保
険
料
、

　

飲
み
物
代
）

●
申
込
方
法
／
住
所
・
参
加
者
氏
名
・
年
齢
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
７
月
16

日
(月）
ま
で
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
へ
フ
ァ
ッ
ク

ス(

８
６）

９
９
２
２
。

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６）

１

８
１
８
へ
。

市
い
こ
い
の
森

谷
沢
梅
も
ぎ
取
り
無
料
入
園

　

事
前
に
入
園
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
そ

の
際
、
も
ぎ
取
り
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
配
布
日
時
／
７
月
８
日
(日）
午
前
７
時
～

●
配
布
場
所
／
い
こ
い
の
森
管
理
事
務
所

●
整
理
券
配
布
数
／
30
家
族
分
（
１
家
族
４

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
も
ぎ
取
り
可
）

●
問
合
せ
／
正
午
～
午
後
１
時
に
市
い
こ
い

の
森
管
理
会
☎(

８
７）

５
１
５
１
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
も
の
づ
く
り

　

か
わ
い
い
お
菓
子
入
れ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
11
日
(水）
午
前
10
時
～

歌
を
唄
お
う

■
日
時
／
７
月
24
日
(火）
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円
（
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
）

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

● 

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
207
～
209
回
公
演

謡
曲
、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
７
月
８
日
(日）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
喜
多
流
羽
謡
会
、
鈴
木
文
夫
さ
ん

男
声
コ
ー
ラ
ス
、
民
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
７
月
15
日
(日）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
男
声
コ
ー
ラ
ス
隊
チ
ェ
リ
ー
、
秀

菁
会

幻
想
の
世
界
を
描
く
「
四
谷
怪
談
」
上
映

　

日
本
人
の
心
を
引
き
つ
け
て
き
た
「
忠
臣

蔵」

、
そ
し
て
数
百
年
に
わ
た
っ
て
人
々
を
震

え
上
が
ら
せ
続
け
る
「
四
谷
怪
談」

。
時
は
元

禄
。
赤
穂
藩
取
り
つ
ぶ
し
で
浪
人
に
な
っ
た

伊
右
衛
門
の
前
に
現
れ
た
一
人
の
女
…
。
彼

女
こ
そ
が
運
命
の
女
、
お
岩
だ
っ
た
。
佐
藤

浩
市
、
高
岡
早
紀
、
津
川
雅
彦
、
渡
瀬
恒
彦
、

荻
野
目
慶
子
、
名
取
裕
子
出
演
。

■
日
時
／
７
月
22
日
(日）
午
後
２
時
～
４
時

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８）

３
９

９
０
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え｢

第
６
回

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
in
さ
が
え｣

　

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
先

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
７
月
21
日
(土）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分
（
受
付
・
午
前
８
時
45
分
～
）

●
会
場
／
市
民
体
育
館

●
参
加
資
格
／
県
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の

方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
募
集
チ
ー
ム
数
／
24
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム

３
人
～
５
人
。
選
手
登
録
は
５
人
ま
で
可

能
で
す
）

●
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
千
円

●
申
込
期
限
／
７
月
16
日
(月）

●
問
合
せ
／
市
民
体
育
館
☎(

８
６）

５
１
１

３
へ
。

琴
伝
流
大
正
琴 

第
17
回
県
大
会

●
日
時
／
８
月
５
日
(日）
午
後
０
時
30
分
開
演

（
開
場
・
正
午
）

●
会
場
／
市
民
文
化
会
館

●
問
合
せ
／
琴
伝
流
大
正
琴
全
国
普
及
会
東

　

北
本
部
☎
０
２
２(

２
６
７）

６
４
７
６
へ
。

河
川
堤
防
の
刈
草
を

無
償
提
供
し
ま
す

　

堤
防
除
草
で
発
生
し
た
刈
草
（
ロ
ー
ル
状
）

を
無
償
提
供
し
ま
す
。
家
畜
の
飼
料
と
し
て

使
用
さ
れ
る
方
等
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

詳
細
は
申
し
込
み
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
供
期
間
／
10
月
ま
で

●
提
供
場
所
／
最
上
川
・
須
川
の
河
川
堤
防

●
申
込
／
山
形
河
川
国
道
事
務
所
寒
河
江
出

張
所
☎(

８
６）

３
０
６
９
へ
。

国
道
１
１
２
号
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
国
道
１
１
２
号
山
形

市
城
北
～
中
山
町
達
磨
寺
間
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
す
る
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
く
た
め
の
第

２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
票
は
各
世
帯
へ
郵
送
配
布
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
山

形
河
川
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
可
能
で
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
期
間
／
８
月
３
日
(金）
ま
で

●
問
合
せ
／
山
形
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第

二
課
☎
０
２
３(

６
８
８）

８
９
４
０
へ
。

村
山
保
健
所

肝
炎
夜
間
無
料
相
談

●
日
時
／
７
月
24
日
(火）
午
後
１
時
～
８
時

●
会
場
／
村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

●
内
容
／
保
健
師
に
よ
る
相
談
、
血
液
検
査

　

(

検
査
結
果
は
1
週
間
後
に
面
接
説
明
）

●
申
込
／
村
山
保
健
所
感
染
症
予
防
担
当

　

☎
０
２
３(

６
２
７）

１
１
１
７
へ
。

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

(

裁
判
所
事
務
官
、
高
卒
者
区
分)

●
受
験
資
格
／
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内
の
方
、
平

成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

●
第
１
次
試
験
日
／
９
月
９
日
(日）

●
受
験
申
込
期
間
／[

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
］
７
月
10
日
(火）
午
前
10
時
～
19
日
(木）
、

[

郵
送
］
７
月
10
日
(火）
～
13
日
(金）

●
問
合
せ
／
山
形
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第
一
係
☎
０
２
３(

６
２
３）

９
５

１
１
へ
。

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
募
集
区
分
／
消
防
士
５
人
程
度

●
受
験
資
格
／
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。
他
に
も
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
試
験
／[

１
次
試
験
］
９
月
16
日
(日）
午

前
10
時
～
。
教
養
試
験
（
会
場
・
フ
ロ
ー

ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
５
階）

、
身
体
お
よ
び
体

力
検
査
（
会
場
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム)
。

[

２
次
試
験
］
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に

後
日
実
施

●
受
験
申
込
／
受
験
申
込
書
に
記
入
の
上
、

７
月
17
日
(火）
～
８
月
９
日
(木）
に
西
村
山
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
へ
提
出
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
。
郵
送
の
場
合
は
８
月
９
日
必
着）

。

申
込
書
は
同
事
務
組
合
事
務
局
（
フ
ロ
ー

ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
５
階
）
で
交
付
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
事

務
局
☎(

８
６）

７
４
２
４
へ
。

寒
河
江
川
土
地
改
良
区

平
成
31
年
度
採
用
職
員
募
集

●
募
集
区
分
／
正
規
職
員
（
若
干
名
）

●
受
験
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
以
上
25
歳
以

　

下
の
方

●
第
１
次
試
験
日
／
８
月
５
日
(日）

●
第
２
次
試
験
日
／
８
月
下
旬
（
予
定
）

●
会
場
／
県
土
地
改
良
会
館

●
申
込
／
７
月
19
日
(木）
ま
で
寒
河
江
川
土
地

改
良
区
☎(

８
６）

５
１
１
２
へ
。
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■次号の市報７月20日号は、７月20日㈮に発行します。

７月の行事予定
5 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

6 ㈮ しばはしさくらんぼ子供園園庭開放日／郷土食伝
承料理教室

7 ㈯ 寒河江さくらんぼ大学開講式／市立病院糖尿病教室

8 ㈰ 最上川フェスタ2018／休日当番医（あきば医院）／
証明書交付窓口開庁（午前）

9 ㈪ 結核検診／市立図書館休館日

10 ㈫ ゆめはーと寒河江「祖父母の日」／こころの健康相
談／南部・柴橋・西部地区公民館休館日

11 ㈬
さがえさくらんぼ子供園園庭開放日／ゆめはーと
寒河江「わくわくの日」／行政相談／フローラ・Ｓ
ＡＧＡＥ休館日

12 ㈭
みなみ保育所園庭開放日／ふるさと交流スペース／
３～４カ月児健診・思春期ふれあい体験学習／健
康相談／市民浴場休場日

13 ㈮ 市ドック（総合健診）／レディース検診

14 ㈯ さがえちぇり～マルシェ朝市、ビアフェスタ＆駅
前パークＪＡＺＺ／ゆめはーと寒河江「おはなし会」

15 ㈰ 休日当番医（菊地胃腸科内科医院）／証明書交付窓
口開庁（午前）／ハートフルセンター休館日

16 ㈪ 休日当番医（国井医院）

17 ㈫ なか保育所みいずみ分園園庭開放日

18 ㈬ にしね保育所園庭開放日／１歳６カ月児健診／レ
ディース検診／小児救急講座

19 ㈭ ゆめはーと寒河江「親子交通安全教室」／ふるさと
交流スペース／健康相談

20 ㈮
子育てサロン・エンジェル「ダンス・ダンス・Ｄ
ａｎｃｅ『リズムダンス』」／法律相談／離乳食前
期教室・保健師育児相談

21 ㈯ ゆめはーと寒河江「子ども夏まつり2018」

22 ㈰ 休日当番医（国井クリニック）／証明書交付窓口開
庁（午前）

23 ㈪ 市立図書館、市民体育館、市民プール、チェリー
ナさがえ休館日

24 ㈫
たかまつ保育所、寒河江第二幼稚園園庭開放日／
市ドック（総合健診）／食生活改善推進員養成講座／
中央公民館休館日

25 ㈬
ゆめはーと寒河江「健康講座」／９～10カ月児健診・
子どもの健康講座／健康の広場／フローラ・ＳＡ
ＧＡＥ休館日

26 ㈭ なか保育所、しらいわ保育所園庭開放日／ふるさ
と交流スペース／健康相談

27 ㈮ 市長相談／２歳児ピカピカ歯科検診／レディース
検診／結核検診

28 ㈯ 上水道統合記念事業／市ドック（総合健診）

29 ㈰ 休日当番医（熊坂整形外科医院）／証明書交付窓口
開庁（午前）

30 ㈪ ゆめはーと寒河江「小学生の日」（～８月１日）

31 ㈫
しばはし保育所園庭開放日／市ドック（総合健診）／
固定資産税・都市計画税（２期）、国民健康保険税
(１期）、介護保険料（１期）、後期高齢者医療保険
料（１期）納期限

8/1 ㈬

2 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

3 ㈮ パパママスクールゆったり妊娠編・産後のママの
ためのリフレッシュ講座／親子で楽しい食育教室

4 ㈯

朝市
■日時／７月14日㈯午前６時30分～
　７時30分
ビアフェスタ＆駅前パークＪＡＺＺ
■日時／７月14日㈯午後４時～８時
●会場／寒河江駅前みこし公園
●問合せ／市商工推進課商工振興係
　☎86-2111内線421へ。

　認知症の方や、そのご家族等が安心して過ごせ
て、地域の皆さんも認知症のことを考えるきっか
けになれる場所です。お気軽にお越しください。
ハートフルカフェえがお
●日時／７月13日㈮午後６時15分～８時15分
●会場／デイサービスあなたとえがお
●内容／認知症や介護に関する相談、カフェタイ
　ム等
●問合せ／デイサービスあなたとえがお
　☎84-0201へ。
ハートフルカフェ三泉
●日時／７月19日㈭午後１時30分～３時30分
●会場／ケアセンターとこしえ三泉
●内容／認知症や介護に関する相談、ミニ講話、
　カフェタイム等
●問合せ／ケアセンターとこしえ三泉
　☎85-6870へ。

さがえちぇり～マルシェ

ハートフルカフェ

●医療給付費分／国保加入者が医療機関を受診した際の医療費の支払いなどに使われます。
●後期高齢者支援金分／75歳以上の方が加入する、後期高齢者医療制度を支える財源に充当さ
　れます。
●介護納付金分／介護保険制度を支える財源に充当されます。
●所得割／国保加入世帯の所得に応じて課税します。
●均等割／世帯の国保加入者数に応じて課税します。
●平等割／国保加入１世帯に課税します。
●課税限度額／課税額の最高限度額となります。
※国保税は、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分の合算額となります。
※世帯主と被保険者の前年中の所得状況によっては、均等割と平等割が軽減されます。

不用品登録制度（６月26日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／茶だんす、座卓、水槽、ファックス
用フィルムカートリッジ、習字道具、木彫りの
熊、囲碁セット、自転車

■ 譲ります／いす、座卓、小型マッサージ器、ロ
　ーリータンク
■譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■ 譲ります／山形城北高等学校男子制服、ながさ

き幼稚園運動着・通園かばん、ランドセル（黒）、
絵の具、習字道具、リコーダー、鍵盤ハーモニ
カ、筆記用具、画用紙、野球ユニホーム、スキ

　ーウエア、おひなさま
■譲って／二段ベッド
●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

合
計
額
に
よ
る
３
方
式
に
移
行
す
る
点
と
、

各
税
率
を
引
き
下
げ
る
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
地
方
税
法
施
行
令
改
正
に
伴
い

課
税
限
度
額
を
見
直
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

今
月
中
旬
に
届
き
ま
す
国
保
税
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

　

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
や
共

済
組
合
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
た
と
き
は
、
保

険
税
（
料
）
の
二
重
課
税
と
も
な
り
ま
す
の

で
、
14
日
以
内
に
、
必
ず
国
保
を
脱
退
す
る

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た
め
、

薬
代
の
軽
減
と
な
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

受
診
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
医
療
費

の
適
正
化
対
策
や
保
健
事
業
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
国
保

税
の
収
納
率
向
上
を
図

り
、
安
定
し
た
事
業
運

営
に
引
き
続
き
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
せ
／[

国
保
税
関
係
］
市
税
務
課
市
民

諸
税
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
311
、[

資

格
、
医
療
費
、
保
健
事
業
関
係
］
市
健
康

福
祉
課
国
保
医
療
係
同
内
線
613
へ
。

国
民
健
康
保
険
制
度
改
正

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保｣

）
は
、
平

成
29
年
度
ま
で
は
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
山

形
県
も
保
険
者
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
伴
い
、

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
、
安
定
的
な

財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
運
営
の
確
保
な

ど
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
引
き
続
き
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

と
身
近
な
関
係
の
中
、
資
格
管
理
、
保
険
給

付
、
保
険
税
率
の
決
定
、
賦
課
・
徴
収
、
保

健
事
業
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
い

事
業
を
担
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
国
保
税
率
改
正

資
産
割
の
廃
止
・
各
税
率
の
引
き
下
げ

　

県
は
保
険
者
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
保
険

税
の
算
定
方
式
も
含
む
山
形
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
制
度

改
正
に
合
わ
せ
て
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
拡

充
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
税
率
改
正
は
、
県
の
運
営
方
針
に

基
づ
く
と
と
も
に
、
市
の
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
検
討
を
行
い
、
３
月
市
議
会
の

議
決
を
経
て
平
成
30
年
度
の
保
険
税
率
を
下

表
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。
改
正
の
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
資
産
割
を
廃
止
し
、
賦
課

方
式
を
所
得
割
、
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
の

国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
・
国
民
健
康
保
険
税
率
等
改
正

＝国保税率の新旧比較表＝

区分（対象年齢） 所得割 資産割 均等割 平等割 課税限度額

医療給付費分
（０～74歳）

改正前 9.2 ％ 22.0％ 26,700円 26,000円 540,000円

改正後 8.17％ 廃止 26,600円 20,300円 580,000円

後期高齢者支援金分
（０～74歳）

改正前 3.0 ％ 7.0％ 8,600円 7,600円 190,000円

改正後 2.47％ 廃止 8,300円 6,300円 190,000円

介護納付金分
（40～64歳）

改正前 2.8 ％ 8.0％ 10,200円 6,700円 160,000円

改正後 1.73％ 廃止 8,200円 4,200円 160,000円

合　　計
改正前 15.0 ％ 37.0％ 45,500円 40,300円 890,000円

改正後 12.37％ 廃止 43,100円 30,800円 930,000円

　株式会社リプライ様より、ウオーターサーバー
１台をいただきました。

ご寄附をいただきました
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サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
の
幕

開
け
と
な
る
「
寒
河
江
市
観
光
さ
く

ら
ん
ぼ
園
開
園
式
」
が
６
月
１
日
、

三
泉
観
光
さ
く
ら
ん
ぼ
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
観
光
関
係
者

や
に
し
ね
保
育
所
の
園
児
、
仙
台
寒

河
江
会
の
会
員
ら
が
出
席
。
佐
藤
市

長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、

園
児
た
ち
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
に
見
立
て
た
赤
い
風
船

を
大
空
へ
一
斉
に
放
ち
開
園
を
祝
い

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
参
加
者
た
ち
は
ハ
ウ

ス
の
中
へ
移
動
。
真
っ
赤
に
色
づ
い

た
果
実
を
枝
か
ら
摘
み
取
り
、
本
市

が
誇
る
特
産
品
の
味
覚
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

すぽっとチャンネル

今
月
の
表
紙

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　

こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　

〒
991-

8601　

寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　

☎
（
８
６
）２
１
１
１

 

　チェリーランドの国際チェリーパークは世界12カ国、107種類130本のサクランボが植栽され、珍しい品種を鑑賞できます。改めてサクランボの歴史に触れながらの散策。小さなサクランボが自然の恵みいっぱいに浴びて育った大きな宝物に感謝！ （酒井由美子）

市
報

さ
が

え
　

2
0
1
8
．7

．5
　

N
o

.1
7
0
5

　『心を癒す（石）』。｢空気のビタミン」といわれるマイナスイオンを発生する石で、空気中に含まれる５倍以上の量が出ているそうです。この石の遠赤外線放射率は92.5パーセント。自然界最高クラスだそうです。癒しを求めて二の堰親水公園へGO。 （佐藤真由美）

　今年も「ツール・ド・さくらんぼ」

が華々しく開催され、日本全国から参

集したライダーたちがサクランボの実

る町中を走り抜けました。慈恩寺エイ

ドの給水場で見送った後、初めてゴー

ルシーンを観戦。清々しい笑顔を見る

ことができました。 （北條幸子）

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感

じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、

地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん

の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

市民レポーター さくらんぼ特派員

Twitterでも特派員が
情報配信中

https://twitter.com/
sagae_tokuhain


